
厚生労働科学研究費補助金 医療技術実用化総合研究事業（臨床研究・治験推進研究事業） 
「重度嗅覚障害を呈するパーキンソン病を対象としたドネペジルの予後改善効果に関する研究」 

 
分担研究報告書 

- 21 - 
 

 

パーキンソン病での眼球運動障害 

 
研究分担者：宇川義一 1) 

研究協力者：榎本博之 1)､花島律子 3)、寺尾安生 2) 

 

１） 福島県立医科大学・医学部・神経内科 

２） 北里大学・医学部･神経内科 

３） 東京大学大学院･医学系研究科・脳神経医学専攻･神経内科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A：研究目的 

嗅覚障害により premotor period のパーキ

ンソン病診断を試みる本研究の中で、疾患の

バイオマーカーとして役立つ磁気刺激の検査

がないかを検討した。また、抗パーキンソン

病薬の作用機序の解明として、ヒトの脳での

神経可塑性を検討する磁気刺激を用いた手法

により、薬剤の可塑性への影響について検討

した。 

 

B：研究方法 

今回は、一次運動野内在のリズムの解析を、

3 発刺激の条件刺激の後に一発の試験刺激を

与える磁気刺激の実験方法により解析した。

さらに、QPS による運動野の可塑性の検討を

行い、可塑性に対する抗パーキンソン病薬の

影響を検討した。 

 

C：研究結果 

一次運動野内在のリズムの解析(文献２)： 

 主な結果を下図に示す。 

正常者の平均のタイムコースを□、パーキンソ

ン患者オン時を●､オフ時を▲で示す。横軸が

刺激の時間間隔、縦軸が の大きさをベー

スラインの反応との比率で示す。正常者で見

られる 刺激間隔（ のリズム）が消

失している。 

 

研究要旨 

 パーキンソン病の病態生理・薬剤の病態に対する影響に関して､以下の二つの研究を行

った。 

一次運動野内在のリズムの解析：3 発刺激の条件刺激の後に一発の試験刺激を与える磁気

刺激の実験方法により解析した。このリズムにパーキンソン病で異常があることを示し、

疾患のバイオマーカーとなる可能性を示した。 

運動野の可塑性に対する抗パーキンソン病薬の効果：QPS による運動野の可塑性の検討

を行い、可塑性に対する抗パーキンソン病薬の影響を検討した。L-ドーパは両方方向性

に可塑性を増強した。この効果が薬剤の作用機序の一部を説明できる可能性がある。 
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D：考察

 一次運動野の内因性リズムに関しては、正

常者では

パーキンソン病ではそのリズムが消失してい

た。このリズムの消失は､大脳基底核障害を反

映していると考えられ、疾患のバイオマーカ

ーとなる可能性がある。
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される事が判明した。この事実は、ドパミン

が一次運動野の柔軟性を増すことを示唆し、
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LTD も

 

一次運動野の内因性リズムに関しては、正

のリズムがあるのに対して、

パーキンソン病ではそのリズムが消失してい

た。このリズムの消失は､大脳基底核障害を反

映していると考えられ、疾患のバイオマーカ

一次運動野の可塑性がドパミンにより増強

される事が判明した。この事実は、ドパミン

が一次運動野の柔軟性を増すことを示唆し、

ドパミンのパーキンソン病に対する臨床効果

の一部をこの機序が説明できる可能性がある。

 

E：結論

パーキンソン

能性のある生理学的所見を発券した。今後、

においの検査とともに、ドネペジルの効果を

判定する客観的指標となるかもしれない。

ドパミンの抗パーキンソン病薬として機序

の一部を説明できる可能性の生理学的所見を

得た。今後、本研究を進めるうえで重要な情

報を提供した。
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